
改19給01.ｘｌｓの操作マニュアル
H19年１月以降用

作成者 : hitoshi tanaka
内容には充分注意をしていますが、
計算結果の確認をしてください。



改19給01.ｘｌｓ を開く



マクロ使用を確認してくるので・・・する



マクロ使用できないときは
⇒



ツール⇒マクロ⇒セキュリティ



セキュリティを「中」にする



一人別の印刷の動きを見てみます。



用紙がもったいないですが、適時カットする。
プリンター等を確認して印刷する



全体印刷はどうかな





データ入力をクリック、解除は手動です。



ワークシートは「hpkyu」を使用します。



社員名の登録をします。社員番号は昇順です。
ワークシートは「ｈｐｋｙｕ」です。



入力の説明はコメントを参照。



29行の性（男女）は名残りです。



健保料率は常時改正があるので注意。
４０歳以上は介護保険料込みの率。



厚生年金保険料率も改正に注意。



社会保険適用事業者以外は2



扶養控除申告書で主たる場合は甲。
乙は手入力



支給月はＢ列を修正すると右へ連動。



社員番号を入力するとＶＬＯＯＫＵＰ関数で社員
氏名を引っ張ってくるが、手入力でも可。



社員番号と連動する。



健康保険料は28行の標準報酬と健保料
率と連動しています。上限を確認する。



厚生年金も28行標準報酬と31行厚生保険率と
連動し、上限に注意。



雇用保険料は1000分の8なので、改正に注意。



源泉所得税は国税庁の電子計算機利用の算式
を使用。７５行の扶養控除等の数と連動します。

初期値は0なので、扶養等の数を入力。



残業時間は44行：所定外1、４５行：深夜勤の所
定外2と46行：休日時間を入力する。

80行：所定外基礎に48行：基本給から56行：手当2の時間外手当に含める金額を指
定する。81行：所定外1/＠は一時間当たりの残業代を計算する。以下同じ。


